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｢'nle Post American World｣の嫡子的な後継者
になる歴史的時代を言うだけではない｡ ｢¶le
American World｣的な経済環境の下での,一













































































































































































































































































































































































































































































































社, 1997), 『排出取引』 (中公新書, 09)を,また
中国環境問題研究会編『中国環境ハンドブック』
jβ
(蒼蒼社, 09)を挙げるに止める｡
5)いわゆる東洋思想については,これまた無数に
挙げられるだろうが,ここでは,まず鈴木大拙
『新編･東洋的な見方』 (岩波文庫)｡辻直四郎『ウ
バニシャツト』 (講談社学術文庫)｡中村元『東洋
のこころ』 (講談社学術文庫)など｡また｢焚我｣
説の原典としては,さしあたって『バラモン教
典･原始仏典』 (長尾雅人責任編集, 『世界の名
著･ 1』,中央公論社)を挙げるに止める｡さらに,
その｢日本的特性｣という点では,義江彰夫『神
仏習合』 (岩波新書, .96)｡鎌田東二『神と仏の出
逢う国』 (角川選書, 09)等｡
6)最後に,経済社会システム論および｢G I IJOCaliza-
tion｣的進化説(?)などの関する拙論について
は,吉家清次『比較経済社会システム論』 (白桃書
房, 05),および同｢『グローカリズム(G･I.ocal-
ism)』の経済社会論｣ (『専修経済学論集』第41巻
3号, 07)がある｡本小論は,これら著論文での
展開の延長線上にあることは言うまでもない｡
